
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
三
月
二
十
五
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』　
第
六
十
八
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

魂
を
う
ち
だ
す
鍛
冶
の
こ
こ
ろ
も
て
―
大
倉
山
修
養
会
の
目
的
と
実
践
―

星
　
原
　
大
　
輔
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星　

原　

大　

輔

　
　

目　

次

　

は
じ
め
に

一　

大
倉
山
修
養
会
と
は

（
一
）
研
究
所
主
催
の
修
養
会

（
二
）
外
部
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
修
養
会

二　

大
倉
山
修
養
会
の
「
内
容
」

（
一
）
無
言
の
行
（
無
言
厳
守
）

（
二
）
定
坐

（
三
）
食
事

（
四
）
作
務

三　

大
倉
山
修
養
会
の
「
目
的
」

（
一
）「
修
養
」
と
は

（
二
）「
修
養
」
に
お
け
る
「
行
」
と
は

　

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

本
稿
の
主
題
は
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
創
立
者
・
大
倉
邦
彦
の
和
歌
「
魂
を
う
ち
だ
す
鍛
冶
の
こ
こ
ろ
も
て
は
げ
み
つ
く
れ
よ
日

の
本
の
わ
ざ
」
か
ら
採
っ
て
い
る
。
そ
し
て
副
題
に
あ
る
「
大
倉
山
修
養
会
」
と
は
、
戦
前
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
本
館
（
現
横
浜
市

大
倉
山
記
念
館
）
に
て
研
究
所
が
主
催
し
て
い
た
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。

　

本
稿
で
大
倉
山
修
養
会
を
取
り
上
げ
る
理
由
に
つ
い
て
、
主
催
者
で
あ
る
大
倉
が
研
究
所
を
創
立
す
る
に
至
っ
た
背
景
か
ら
説
明
し
て

お
き
た
い（

１
）。
大
倉
は
大
倉
洋
紙
店
（
現
新
生
紙
パ
ル
プ
商
事
株
式
会
社
）
の
三
代
目
社
長
な
ど
を
務
め
た
実
業
家
で
あ
っ
た
。
同
社
は
紙

問
屋
を
代
表
す
る
企
業
の
一
つ
で
、
創
業
以
来
、
社
員
教
育
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
初
代
社
長
の
大
倉
孫
兵
衛
か

ら
受
け
継
が
れ
て
い
た
、「
自
身
の
人
格
を
高
め
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
成
功
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
い
う
理
念
が
あ
り
、
大
倉
も

同
様
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
社
員
教
育
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
『
商
売
往
来
』
に
は
、

　
　

利
益
問
題
を
中
心
と
し
た
る
交
際
は
永
続
せ
ざ
る
様
に
、
商
売
も
金
儲
の
為
と
の
み
考
ふ
れ
ば
繁
栄
せ
ず
。
天
の
命
人
の
道
と
考
へ
、

真
の
親
切
心
よ
り
出
た
る
営
業
は
、
自
他
共
に
喜
び
に
満
ち
、
店
内
を
浄
化
し
、
得
意
先
は
親
友
の
間
柄
と
な
る
。
さ
れ
ば
人
格
と

労
力
に
対
す
る
正
当
の
報
酬
と
し
て
利
益
を
生
ず
。（

２
）（
引
用
文
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
、
同
様
）

と
あ
り
、
ま
た
『
大
倉
洋
紙
店
綱
領
』
に
も
、

　
　

一
般
商
工
業
に
従
事
す
る
実
業
家
に
し
て
、
誰
か
利
益
を
念お

も

は
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
。
然
り
と
雖
も
汲
々
と
し
て
利
に
走
り
、
打
算
の

為
に
は
、
手
段
を
撰
ば
ざ
る
が
如
き
に
至
つ
て
は
、
実
業
報
国
の
精
神
を
没
却
す
る
も
の
に
し
て
、
吾
等
の
断
じ
て
採
ら
ざ
る
と
こ

ろ
な
り
。
吾
等
は
平
等
慈
悲
の
大
願
に
立
脚
し
、
古
人
の
言
の
如
く
、
徳
を
積
め
ば
利
之こ

れ

に
伴
ふ
べ
き
を
信
じ
、4

之
を
実
業
界
に
施

し
て
決
し
て
過あ

や
まつ
こ
と
な
き
を
確
信
す
る
も
の
な
り（
３
）。
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と
あ
る
。

　

ま
た
、
大
倉
は
、
商
売
と
は
「
世
の
為
に
」
行
う
「
貴
重
な
る
天
職
」
で
あ
っ
て
、
天
か
ら
の
「
副
産
物
」
で
生
じ
た
利
益
は
隣
人
の

裨
益
と
な
り
、
国
家
社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
た
め
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
商
業
理
念
を
持
っ
て
い
た
。

　
　

商
売
の
目
的
は
、
何
で
あ
ら
う
か
。
私
利
を
営
む
手
段
で
あ
っ
て
は
な
る
ま
い
。
世
の
為
に
専
念
す
れ
ば
、
自
ら
利
益
の
副
産
物
が

収
め
ら
れ
る
。
そ
の
副
産
物
を
ば
、
己
の
慾
望
満
足
に
の
み
費
し
て
は
な
る
ま
い
。
国
家
社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
肥
料
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
、
神
な
が
ら
の
商
売
道
で
あ
る（

４
）。

　

彼
が
社
長
に
就
任
し
た
の
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
で
、
ほ
ど
な
く
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
戦
後
恐
慌
が
始
ま
り
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
九
月
に
は
関
東
大
震
災
が
発
生
す
る
な
ど
、
日
本
社
会
全
体
に
不
安
感
が
広
ま
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
社

員
教
育
に
重
き
を
置
い
て
い
た
大
倉
は
、「
国
家
社
会
を
繁
栄
さ
せ
る
肥
料
」
と
し
て
教
育
事
業
に
着
手
し
始
め
る
。
大
正
十
三
年
（
一

九
二
四
）
に
富
士
見
幼
稚
園
を
設
立
し
て
幼
児
教
育
に
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
郷
里
の
佐
賀
県
神
埼
郡
（
現
神
埼
市
）
に
農
村

部
の
女
性
を
対
象
と
し
た
農
村
工
芸
学
院
を
開
校
し
て
女
子
教
育
に
尽
力
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
教
育
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
大
倉
は
、
当
時
の
社
会
情
勢
を
鑑
み
て
、
多
く
の
人
び
と
が
「
宗
教
的
信
念
に
立
脚
せ
る

正
し
き
人
生
観
」
を
持
ち
、「
人
類
文
化
の
普
遍
的
意
義
」
と
日
本
の
「
精
神
文
化
の
本
質
的
価
値
」
を
精
究
し
て
、「
正
し
き
信
念
に
基

づ
く
国
家
観
」
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
指
導
者
た
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
昭

和
七
年
（
一
九
三
二
）
四
月
に
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
と
附
属
図
書
館
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
研
究
所
で
は
、「
知
性
」

（「
人
類
文
化
の
普
遍
的
意
義
」「
精
神
文
化
の
本
質
的
価
値
」）
を
身
に
つ
け
る
「
研
究
」（「
精
神
文
化
の
精
通
」）
と
併
せ
て
、「
心
」

（「
正
し
き
信
念
に
基
づ
く
国
家
観
」）
を
育
む
「
実
践
的
躬
行
」「
教
育
実
践
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
大
倉
山
修
養
会
は
後
者
の
「
教
育
実
践
」
の
一
つ
で
、
戦
前
の
研
究
所
運
営
を
考
察
す
る
上
で
欠
く
べ
か
ら
ざ
る



64

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
後
の
大
倉
邦
彦
及
び
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
に
関
す
る
調
査
研
究
の
手
が
か
り
と
し
て
、

大
倉
山
修
養
会
の
概
要
を
整
理
し
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
大
倉
邦
彦
の
思
想
な
ど
に
つ
い
て
も
試
論
を
述
べ
て
み
た
い（

５
）。
な
お
書
簡
等
の

原
資
料
を
引
用
す
る
際
に
は
、
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

一　

大
倉
山
修
養
会
と
は

　

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
五
月
の
『
私
の
使
命
事
業
』
で
、
修
養
会
は
「
本
所
の
研
究
の
一
面
と
併
行
し
て
教
育
的
実
践
の
重
要
部

門
を
な
す
も
の
」
と
あ
り
、
研
究
所
の
重
要
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
設
立
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
た
事

業
で
は
な
か
っ
た
。

【図 １】（上）昭和七年度の「大倉経営事業」
　　　 （下）昭和九年度の「大倉経営事業」

　

大
倉
は
自
ら
が
展
開
し
て
い
た
諸
事
業
を
「
大
倉
経
営
事
業
」

と
し
て
体
系
化
し
、
そ
の
組
織
図
を
『
私
の
使
命
事
業
』
に
掲
載

し
て
い
る
。
昭
和
七
年
度（

６
）の
も
の
を
見
る
と
、
①
「
精
神
文
化
事

業
」、
②
「
教
育
事
業
」、
③
「
生
産
事
業
」
の
三
部
門
に
分
け
ら

れ
て
い
る
（【
図
１
】
上
図
）。
昭
和
九
年
度（

７
）に
な
る
と
、
①
と
②

が
統
合
し
て
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
‐
研
究
及
実
践
」
と
な
り
、

「
生
産
事
業
」
の
二
部
門
に
整
理
さ
れ
て
い
る
（【
図
１
】
下
図
）。

そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
前
者
に
は
な
か
っ
た
「
修
養
会
」
の
文

字
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
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の
が
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
第
一
回
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
参
加
者
や
保
護
者
か
ら
好
評
を

博
し
、
継
続
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
事
業
の
一
つ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
後
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
の
「
研
究
所
沿
革
史
資
料（

８
）」
で
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
昭
和
八
年
八
月
か
ら
昭
和
十
九
年
（
一
九
四

四
）
八
月
ま
で
に
総
計
四
百
二
十
回
の
修
養
会
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
一
万
三
千
四
百
八
十
一
名
が
参
加
し
て
い
る
。
平
均
す
る
と
、
毎
月

三
回
、
参
加
者
は
約
百
名
と
な
り
、
修
養
会
が
「
教
育
的
実
践
の
重
要
部
門
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。

（
一
）
研
究
所
主
催
の
修
養
会

　

研
究
所
が
主
催
す
る
修
養
会
に
は
、
二
つ
の
形
態
が
あ
っ
た
。

　

一
つ
の
形
態
は
「
本
所
よ
り
会
員
を
募
集
し
て
催
す
も
の（

９
）」
で
、
そ
の
代
表
例
が
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会
で
あ
る
。
こ
の
第
一
回
が

研
究
所
に
お
け
る
修
養
会
の
端
緒
と
な
っ
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
日
本
女
子
大
学
校
（
現
日
本
女
子
大
学
）
の
卒
業
生
団
体
・
桜
楓
会

の
横
浜
支
部
会
員
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
七
月
二
十
八
日
付
の
桜
楓
会
横
浜
支
部
「
中
学
生
夏
期
講
習
会
趣
意
書
」
に
は
、

　
　
　

現
在
の
中
等
教
育
は
あ
ま
り
に
知
識
教
育
に
偏
し
て
、
宗
教
的
情
操
教
育
を
欠
き
、
行
を
通
し
て
の
体
験
的
教
育
や
意
志
の
訓
練

が
軽
視
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

　
　
　

殊
に
中
学
二
、
三
年
頃
は
自
己
意
識
の
発
達
時
代
で
、
家
庭
教
育
の
困
難
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　

こ
の
時
期
に
以
上
の
欠
点
を
補
ふ
為
に
別
記
の
様
な
時
間
割
で
一
週
間
の
講
習
会
を
催
し
度
い
と
存
じ
ま
し
て
、
そ
の
御
指
導
を

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
々
長
大
倉
邦
彦
先
生
に
御
願
ひ
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
幸
に
御
快
諾
を
得
ま
し
た
。
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

は
海
抜
百
五
十
尺
の
丘
上
に
位
し
、
眺
望
勝
れ
、
環
境
や
其
他
の
教
育
的
条
件
も
具
備
し
て
ゐ
る
理
想
的
な
教
育
の
道
場
で
あ
り
ま
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す
し
、
直
接
大
倉
先
生
が
子
供
達
と
寝
食
を
共
に
し
て
御
指
導
下
さ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
本
講
習
会
の
目
的
は
十
分
に
達
し
得
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
信
じ
ま
す（

（1
（

。

と
あ
る
。

　

大
倉
家
と
日
本
女
子
大
学
の
関
係
は
、
義
祖
父
の
大
倉
孫
兵
衛
が
創
立
準
備
金
を
成
瀬

仁
蔵
に
寄
附
し
た
時
か
ら
始
ま
り
、
義
父
の
大
倉
文
二
、
そ
し
て
大
倉
邦
彦
も
ま
た
同
校

へ
資
金
を
寄
附
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
大
倉
は
学
校
関
係
者
や
桜
楓
会
と
交
流
を
持
っ

て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
縁
を
頼
り
に
母
親
た
ち
が
思
春
期
の
子
育
て
に
関
し
て
大
倉
に
相

談
し
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
桜
楓
会
横
浜
支
部
会
員
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
修
養
会
が
、
昭
和
八
年
八

月
十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
さ
れ
、「
寝
食
を
共
に
し
て
、
厳
粛
な
る
宗

教
的
雰
囲
気
の
中
に
行
を
通
し
た
教
育
」
が
施
さ
れ
た
。

【図 ２】�第 ３ 回大倉山中学生修養会、昭和 ９ 年 ３
月（研究所沿革史資料6863-271）

　

各
行
事
の
具
体
的
な
内
容
は
後
述
す
る
が
、
そ
の
成
果
は
母
親
た
ち
の
期
待
を
大
き
く
上
回
り
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
。

　
　

其
の
結
果
は
予
期
以
上
の
好
成
績
を
収
め
、
其
の
反
響
は
蓋
し
尠
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
其
の
後
学
生
父
兄
よ
り
継
続
開

催
の
切
な
る
希
望
も
あ
り
、
且
つ
は
時
世
に
鑑
み
引
続
き
春
夏
冬
の
休
暇
毎
に
催
し
て
居
り
ま
す
。（
中
略
）
本
修
養
会
は
回
を
重

ね
る
毎
に
参
加
者
の
数
を
増
し
、
且
つ
そ
の
範
囲
も
広
く
全
国
各
地
に
亙
っ
て
、
漸
次
盛
大
に
赴
き
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。（

（1
（

　

現
存
す
る
資
料
で
は
、
計
二
十
八
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
延
べ
一
千
四
百
四
十
五
名
が
参
加
し
て
い
る
。
参
加
者
名
簿
を
見
る
と
、
横

浜
か
ら
全
国
各
地
の
桜
楓
会
支
部
へ
と
評
判
は
広
が
っ
た
よ
う
で
、
遠
く
は
九
州
か
ら
の
参
加
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
他
の
中
等
学
校
か
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ら
、
そ
し
て
高
等
学
校
生
や
大
学
生
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
名
称
も
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会
か
ら
大
倉
山
学
生
修
養
会
へ

と
改
め
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
倉
に
相
談
し
た
母
親
た
ち
に
も
そ
の
影
響
は
及
び
、
第
一
回
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会
が
終
了
し
て
か
ら
一
ヶ
月
後
の
九

月
二
十
二
日
に
大
倉
山
婦
人
修
養
会
が
発
足
し
た
。
翌
九
年
に
関
係
各
所
に
配
布
さ
れ
た
案
内
状
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
前
略
）
昨
年
夏
初
め
て
御
開
き
頂
き
ま
し
た
中
学
生
修
養
会
が
、
僅
か
の
日
数
で
子
供
達
の
心
機
を
一
転
し
、
物
の
見
方
や
考

へ
方
が
が
ら
り
と
変
り
、
覚
め
て
く
れ
ま
し
た
結
果
、
親
達
の
感
謝
と
な
り
、
却
っ
て
母
が
教
へ
ら
れ
、
先
以
て
母
親
が
修
養
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
御
多
忙
で
い
ら
せ
ら
れ
ま
す
大
倉
先
生
に
厚
が
ま
し
く
も
御
願
ひ
致
し
ま
し
て
、

昨
年
九
月
末
よ
り
婦
人
修
養
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　

毎
月
第
一
、
第
三
の
金
曜
日
午
後
一
時
半
か
ら
大
倉
山
に
於
て
、
い
つ
も
三
十
人
位
の
母
親
達
が
続
け
て
御
講
話
を
伺
っ
て
居
り

ま
す
。
世
間
の
婦
人
の
集
り
は
、
往
々
本
来
の
目
的
か
ら
離
れ
、
却
っ
て
種
々
の
弊
害
を
醸
し
て
居
り
ま
す
が
、
本
会
は
全
く
修
養

中
心
の
会
合
で
、
会
を
重
ね
る
度
毎
に
知
ら
ず
知
ら
ず
尊
い
御
力
に
引
か
れ
、
漸
次
修
養
の
道
を
進
み
つ
ゝ
あ
り
ま
す
。
御
一
方
様

で
も
多
く
此
の
幸
ひ
を
御
分
け
致
し
度
く
、
何
卒
御
来
会
を
御
進
め
申
上
げ
ま
す
。（
後
略（

（1
（

）

　

当
初
は
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
の
母
親
、
す
な
わ
ち
桜
楓
会
横
浜
支
部
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に

首
都
圏
の
桜
楓
会
か
ら
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
戦
後
し
ば
ら
く
し
て
彼
女
た
ち
は
ふ
た
た
び
大
倉
に
教
え
を
乞
う
よ

う
に
な
り
、
の
ち
に
大
倉
山
坐
禅
会
へ
と
合
流
し
た
と
い
う（

（1
（

。

　

こ
の
他
、
大
倉
が
経
営
し
て
い
た
富
士
見
幼
稚
園
の
保
護
者
、
母
親
を
対
象
と
し
た
「
学
び
の
会
」
も
開
か
れ
て
い
た（

（1
（

。
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（
二
）
外
部
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
修
養
会

　

も
う
一
つ
の
形
態
が
「
外
部
よ
り
の
依
頼
に
よ
り
て
催
す
も
の（

（1
（

」
で
あ
る
。
資
料

を
追
っ
て
い
く
と
、
そ
の
依
頼
者
の
業
種
は
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

　

ま
ず
頻
繁
に
開
催
さ
れ
始
め
た
の
は
、
教
育
関
係
者
を
対
象
と
す
る
修
養
会
で

あ
っ
た
。
県
内
外
の
学
校
長
、
教
職
員
（
訓
導
）、
師
範
学
校
生
ら
の
修
養
会
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会
（
大
倉
山
学
生
修
養

会
）
の
評
判
が
関
係
者
の
間
で
広
が
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三

七
）
に
な
る
と
、
依
頼
業
者
は
多
様
化
し
て
い
く
。
中
で
も
回
数
が
多
い
の
は
、
神

奈
川
県
周
辺
の
公
務
員
や
警
察
官
と
、
東
洋
大
学
の
学
生
を
対
象
と
し
た
修
養
会
で

あ
る
。
後
者
は
大
倉
が
学
長
に
就
任
し
た
た
め
で
、
そ
の
後
、
全
新
入
生
を
対
象
と

【図 ３】�神奈川県女子師範生徒修養会（昭和10年
11月）（研究所沿革史資料6874-49）

し
た
修
養
会
も
大
倉
山
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
昭
和
十
四
年
以
降
は
一
般
企
業
や
業
界
団
体
か
ら
の
依
頼
が
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
主
な
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
芝

浦
製
作
所
（
現
東
芝
）、
東
京
横
浜
電
鉄
（
現
東
急
電
鉄
）、
大
倉
洋
紙
店
（
現
新
生
紙
パ
ル
プ
商
事
）、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
、
日
産
自

動
車
加
工
部
（
現
日
産
自
動
車
）、
東
京
洋
紙
店
主
有
志
、
東
京
洋
紙
商
組
合
、
大
倉
土
木
株
式
会
社
横
浜
出
張
所
、
富
士
通
信
機
製
作

所
、
松
屋
・
松
坂
屋
、
三
省
堂
、
東
京
鍛
工
所
、
六
櫻
社
（
現
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
は
、
十
四
年
に

「
日
本
精
神
に
よ
る
産
業
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
提
唱
し
た
、
大
倉
著
『
日
本
産
業
道（

（1
（

』
の
刊
行
、
そ
し
て
大
倉
が
翌
年
十
一
月
に
結
成
さ

れ
た
大
日
本
産
業
報
国
会
の
理
事
に
就
任
し
た
こ
と（

（1
（

が
考
え
ら
れ
る
。
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二　

大
倉
山
修
養
会
の
「
内
容
」

　

研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
修
養
会
の
開
催
期
間
は
ま
ち
ま
ち
で
、
最
短
で
半
日
、
最
長
で
七
日
間
と
な
っ
て
い
る
。
二
日
間
以
上
に
亙
る

場
合
は
、「
参
加
者
は
期
間
中
本
所
内
に
宿
泊
し
、
大
倉
所
長
の
指
導
の
下
に
所
員
数
名
夫
々
班
長
の
任
に
当
り
、
本
所
所
定
の
厳
重
な

る
規
範
に
準
じ
、
真
摯
な
る
体
験
修
行
の
生
活
を（

（1
（

」
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
「
体
験
修
行
の
生
活
」
と
あ
る
よ
う
に
、
会
期
間
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
実
施
さ
れ
た
。
第
五
回
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会

（
昭
和
九
年
八
月
二
十
二
日
～
二
十
七
日
）
の
第
二
日
目
の
行
事
進
行
表
は
、【
図
４
】
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
る
各
行
事
の
内
容
は
、

「
第
一
回
大
倉
山
中
等
学
生
修
養
会
趣
意
書
」
に

　
　

現
在
の
中
等
教
育
は
あ
ま
り
に
知
育
の
一
面
を
の
み
偏
重
し
て
宗
教
的
情
操
教
育
を
欠
き
、
行
を
通
じ
て
の
体
験
的
教
育
や
意
志
の

訓
練
が
軽
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
全
人
格
的
陶
治
と
信
念
の
養
成
と
は
最
も
強
調
さ
れ
、
且
つ
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん（
（2
（

。

【図 ４】�「私の使命事業　皇紀
二五九四年度」（研究
所沿革史資料№6874-
49）を基に作成。

と
あ
る
よ
う
に
、
①
「
宗
教
的
情
操
教
育
」、

②
「
行
を
通
じ
て
の
体
験
的
教
育
」、
③
「
意

志
の
訓
練
」
の
三
つ
の
観
点
か
ら
立
案
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
章
で
は
こ
の
進
行
表
に
沿
っ
て
、
主
要
な

行
事
の
概
要
及
び
そ
の
目
的
、
そ
し
て
参
加
者

の
感
想
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。
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な
お
、
修
養
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

　
　

主
観
と
自
慢
が
あ
る
間
は
、
心
の
修
養
は
難
か
し
い
。
部
屋
掃
除
す
る
に
も
、
一
切
の
道
具
を
一
度
外
に
持
ち
出
さ
な
け
れ
ば
、
本

当
の
掃
除
は
出
来
な
い（

（2
（

。

あ
る
い
は
、

　
　

人
間
は
後
天
的
な
学
問
・
知
識
や
位
階
・
財
産
を
剥
ぎ
取
つ
て
、
始
め
て
真
の
自
己
を
見
得
る
。
斯
く
し
て
こ
そ
、
後
天
的
な
一
切

の
持
物
は
真
の
自
己
の
肥
料
と
な
る
。
草
木
は
落
葉
し
て
、
真
の
姿
を
現
は
し
、
且
つ
自
ら
の
根
を
養
ひ
つ
ゝ
あ
る
で
は
な
い
か（

（2
（

。

と
い
っ
た
大
倉
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
修
養
会
期
中
は
「
外
の
平
凡
な
考
へ
方
」「
後
天
的
な
学
問
・
知
識
や
位
階
・
財
産
」
を

脇
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
冒
頭
で
、
指
導
員
た
ち
は
参
加
者
に
、「
今
日
一
日
は
社
会
的
な
階
級
と
か
地
位

や
身
分
を
忘
れ
、
一
身
を
「
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
」
に
委
し
、
そ
の
掟
に
従
っ
て
行
動
す
る
を
要
し
一
切
無
言
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
自

分
の
こ
と
は
自
分
で
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ（

（2
（

」
と
、
説
明
し
て
い
た
。

（
一
）
無
言
の
行
（
無
言
厳
守
）

　

修
養
会
の
会
期
中
を
通
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
「
無
言
の
行
」、
す
な
わ
ち
会
話
を
し
な
い
、
言
葉
を
発
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
大
倉
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

人
間
口
を
利
く
と
い
う
こ
と
は
自
分
の
五
感
を
そ
れ
に
従
わ
せ
る
。
い
や
自
分
だ
け
で
は
な
い
、
全
部
の
人
の
気
持
を
そ
こ
に
向
け

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
自
他
の
心
を
乱
す
。
無
言
で
い
る
と
、
見
れ
ば
見
た
ま
ま
、
聞
け
ば
聞
い
た
ま
ま
、
何
も
の
に
も

煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
本
当
の
も
の
を
見
聞
す
る
こ
と
が
出
来
る（

（2
（

。

　
　

会
期
中
五
日
間
生
徒
に
は
無
言
を
厳
守
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
騒
が
し
い
か
ら
そ
う
さ
せ
る
の
で
は
な
い
。
外
に
の
み
向
っ
て
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働
き
勝
ち
な
意
識
を
内
に
向
け
て
内
観
せ
し
め
る
回
向
辺
照
の
態
度
な
の
で
あ
る（
（2
（

。

　

こ
の
行
事
は
自
分
の
思
想
、
言
動
な
ど
を
深
く
か
え
り
み
る
「
内
観
（
内
省
）」
へ
導
く
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
た
だ
会
話
と
い
う

行
為
は
極
め
て
日
常
的
な
営
み
で
あ
る
た
め
か
、
感
想
文
を
通
読
す
る
と
、
修
養
会
中
に
実
施
さ
れ
た
行
事
の
中
で
も
、
こ
の
「
無
言
の

行
」
に
苦
痛
を
感
じ
た
参
加
者
が
か
な
り
多
い
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
そ
の
中
で
、
主
催
者
側
の
意
図
が
見
て
取
れ
る
の
は
、
次
の
感

想
文
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
神
奈
川
県
庁
職
員
）
如
何
に
こ
の
無
言
に
て
己
自
ら
を
反
省
で
き
る
事
で
し
ょ
う
。
併
し
始
め
は
と
か
く
話
し
た
く
な
り
が
ち
で

あ
っ
た
。
今
ま
で
僕
は
半
日
と
し
て
無
言
に
て
静
か
に
自
ら
省
み
た
事
が
無
か
っ
た
の
で
、
如
何
に
長
い
も
の
か
を
味
わ
ら
れ
ず
、

此
処
に
来
て
よ
り
一
日
半
の
間
。
或
は
定
坐
の
時
、
或
は
神
の
前
で
、
或
は
作
務
の
時
、
其
の
場
〳
〵
に
お
い
て
、
総
べ
て
を
忘
れ

て
無
念
無
想
で
そ
の
時
々
を
す
ご
し
た
後
の
心
の
す
が
す
が
し
さ
。
ど
う
し
て
も
人
間
は
其
の
日
の
内
、
た
と
へ
一
〇
分
で
も
静
か

に
坐
し
て
心
を
お
ち
つ
け
て
行
ふ
時
は
、
決
し
て
曲
が
っ
た
事
は
決
し
て
し
な
い
だ
ろ
う
と
つ
く
づ
く
と
感
じ
た（

（2
（

。

　
　
（
神
奈
川
県
小
学
校
校
長
）
全
く
過
去
の
自
分
の
職
責
に
於
け
る
一
切
の
も
の
を
、
無
言
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
無
言
の
中
に
思
索
す

れ
ば
す
る
程
、
ま
ざ
ま
ざ
と
心
中
に
往
来
す
る
を
覚
え
ま
し
た（

（2
（

。

　

以
上
よ
り
、「
無
言
の
行
」
は
前
掲
し
た
三
つ
の
観
点
の
う
ち
、
②
「
行
を
通
じ
て
の
体
験
的
教
育
」、
③
「
意
志
の
訓
練
」
に
該
当
す

る
行
事
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
定
坐

　

定
坐
と
は
坐
禅
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
か
つ
て
坐
禅
道
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
二
日

間
以
上
に
亙
る
修
養
会
で
は
、
朝
と
夕
の
二
回
行
わ
れ
た
。
大
倉
は
発
心
寺
住
職
の
原
田
祖
岳
に
就
い
て
参
禅
し
て
お
り
、
自
身
の
体
験
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ら
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う（
（2
（

。
こ
の
目
的
を
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

定
座
と
は
そ
の
内
容
か
ら
云
え
ば
禅
定
坐
禅
の
意
味
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
生
徒
達
は
自

ら
の
心
魂
を
燃
や
す
の
で
あ
る
。
生
温
い
気
持
や
単
に
試
み
ん
と
す
る
よ
う
な
不
徹
底

は
絶
対
に
許
さ
な
い
。
お
互
い
の
魂
が
火
花
を
散
ら
す
底
の
峻
烈
な
鍛
錬
の
坩
堝
で
あ

る
。
尤
も
こ
の
定
坐
は
所
謂
禅
宗
の
一
宗
一
派
に
偏
し
て
、
見
性
成
仏
を
願
ひ
、
或
は

公
案
の
階
梯
を
踏
ん
で
悟
り
の
証
課
を
求
め
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
の
で
は
な
い
。
そ

れ
か
と
云
っ
て
又
、
滅
入
る
よ
う
な
小
乗
的
瞑
想
に
よ
っ
て
、
消
極
的
に
気
持
を
落
着

け
る
と
い
う
た
だ
の
静
坐
で
も
な
い
。
積
極
的
に
全
霊
を
挙
げ
て
緊
張
し
、
そ
の
極
度

に
於
け
る
ひ
た
す
ら
な
る
定
坐
で
あ
る
。（

（2
（

【図 ５】�修養会中の定坐（研究所沿革史
資料6878）

　

定
坐
を
開
始
す
る
前
に
、
参
加
者
一
同
で
、
次
の
文
章
を
朗
誦
し
て
い
た
。

　
　
「
初し

ょ

発ほ
っ

心し
ん

自じ

戒か
い

文も
ん

」

　
　

汝
等
諸
人
こ
の
山
に
来
つ
て
道
の
為
に
頭こ

う
べを
あ
つ
む
。
衣
食
の
為
に
す
る
こ
と
勿
れ
。
肩
あ
つ
て
着
ず
と
い
ふ
こ
と
な
く
、
口
あ
つ

て
食く

ら

は
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
只
須
ら
く
十
二
時
中
皇
運
扶
翼
の
道
を
行
じ
去
る
べ
し
。
光
陰
矢
の
如
し
、
慎
ん
で
放
心
す
る
こ
と

勿
れ
。

　
　
「
常

じ
ょ
う

思し

猛も
う

進し
ん

偈げ

」

　
　

一
ひ
と
つ
に
は、
今
日
の
一
日
も
、
死し
に

際ぎ
わ

の
一
日
も
変
り
な
し
。
短
き
命
を
意
義
深
く
力
強
く
、
愉
快
に
生
き
ん
為
に
は
、
明
日
の
日
を
ま
た

ず
、
今
日
よ
り
取
り
か
ゝ
ら
ん
。

　
　

二
ふ
た
つ
に
は、
現
実
刻
々
の
生
活
の
場
所
が
、
そ
の
ま
ゝ
信
仰
の
道
場
な
り
。
斯
く
て
こ
そ
信
仰
は
力
と
な
り
、
喜
悦
と
な
り
、
命
と
な
る
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こ
と
を
信
ず
。

　
　

三
み
っ
つ
に
は、
日
々
三
省
し
て
心
鏡
を
磨
き
、
宇
宙
正
法
の
如
実
に
顕
現
せ
ん
こ
と
を
祈
り
、
正
し
き
人
生
観
を
確
立
し
て
、
真
と
善
と
美

と
を
踏
占
め
つ
ゝ
、
信
ず
る
所
に
邁
進
せ
ん
。

　
　

四
よ
っ
つ
に
は、
我
が
民
族
は
天
孫
を
中
心
と
し
て
、
史
的
発
展
を
な
し
、
国
家
生
活
に
於
て
、
天
才
的
国
民
た
り
し
を
自
覚
自
重
し
、
赤
誠

報
国
の
大
乗
国
民
た
ら
ん
こ
と
を
念
願
す
。

　
　

五
い
つ
つ
に
は、

礼
節
を
知
る
も
の
は
、
衣
食
足
る
に
至
る
こ
と
を
信
ず
。

か
く
し
て
【
図
５
】
の
よ
う
に
、
参
加
者
一
同
は
壁
に
向
か
っ
て
並
ん
で
禅
を
組
む
の
で
あ
る
。
中
等
学
生
修
養
会
の
あ
る
参
加
者
の
感

想
文
に
は
、

　
　

定
坐
は
最
初
の
日
は
、
先
生
が
い
き
な
り
大
声
で
ど
な
り
つ
け
ら
れ
て
、
ま
る
で
自
分
一
人
が
怒
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
そ
の

度
々
に
び
く
っ
と
感
じ
た
。
又
あ
ち
こ
ち
で
ピ
シ
ピ
シ
い
う
警

き
ょ
う

策さ
く

の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
の
を
、
ま
る
で
酷
使
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

心
持
で
、
こ
れ
ほ
ど
つ
ら
い
も
の
は
な
い
と
思
っ
た
が
、
三
日
目
頃
か
ら
や
や
慣
れ
て
足
の
痛
み
も
大
分
直
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

定
坐
の
後
は
寝
起
き
の
疲
れ
た
気
持
が
ぬ
け
て
、
さ
ー
っ
と
心
が
す
き
通
る
よ
う
な
気
に
な
っ
た
の
は
全
く
不
思
議
な
位
だ（

（3
（

。

と
あ
り
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
定
坐
は
前
掲
し
た
三
つ
の
観
点
の
う
ち
、
①
「
宗
教
的
情
操
教
育
」、
②
「
行
を
通
じ
て
の
体
験
的
教
育
」、
に
該
当
す
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
食
事

　

朝
の
定
坐
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
朝
食
と
な
る
が
、
修
養
会
で
は
朝
昼
夕
の
三
食
も
行
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
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食
事
の
際
に
は
、
二
つ
の
注
意
事
項
が
あ
っ
た（
（3
（

。
一
つ
は
無
言
の
行
は
当
然
継
続
す
る
が
、
食
器
の
上
げ
下
げ
等
で
も
音
を
立
て
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
参
加
者
同
士
で
食
事
の
盛
り
付
け
な
ど
を
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
大
倉

は
「
食
事
」
の
意
義
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

厳
粛
な
食
法
に
従
い
、
一
人
一
人
布
包
み
の
自
鉢
を
持
っ
て
頂
く
こ
と
に
し
て
い
る
。
お
互
い
に
食
事
を
盛
り
合
っ
て
、
一
同
盛
り

終
れ
ば
、
御
飯
の
お
椀
を
目
の
高
さ
に
捧
げ
て
軽
く
瞑
目
し
、
次
の
よ
う
な
食
前
の
感
謝
を
述
べ
る
。（
中
略
）
尚
お
ま
た
、
物
に

対
す
る
考
え
方
を
、
貨
幣
価
値
に
よ
っ
て
の
み
決
定
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
改
め
て
、
日
本
古
来
の
神
物
一
体
観
へ
と
導
く
こ
と
も
、

こ
の
食
法
の
中
に
学
ば
せ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
物
は
神
仏
の
恵
み
で
あ
り
、
そ
の
中
に
生
命
と
霊
の
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
を
徹

底
体
認
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
一
同
が
食
事
を
終
れ
ば
自
ら
お
茶
と
沢
庵
の
一
片
を
以
て
食
器
を
洗
っ
て
、
も
と
の
通
り

に
包
み
に
お
さ
め
る
。
こ
れ
は
大
勢
の
食
器
を
洗
う
と
い
う
手
間
を
惜
し
ん
で
の
こ
と
で
は
な
い
。
感
謝
報
恩
の
気
持
で
そ
う
す
る

の
で
あ
る（

（3
（

。

引
用
文
中
に
あ
る
「
食
前
の
感
謝
」
と
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

一　

此
食
物
が
食
膳
に
運
ば
れ
る
迄
に
は
、
幾
多
の
人
々
の
労
力
と
神
仏
の
加
護
に
よ
る
こ
と
を
思
つ
て
感
謝
致
し
ま
す
。

　
　

二　

此
食
物
に
向
ひ
、
旨
い
か
ら
と
て
貪
る
心
、
不
味
い
か
ら
と
て
厭
ふ
心
を
起
し
ま
せ
ん
。

　
　

三　

私
の
徳と

く

行こ
う

の
足
ら
ざ
る
に
、
此
食
物
を
頂
く
こ
と
を
過
分
に
思
ひ
ま
す
。

　
　

四　

此
食
物
は
私
共
の
心
身
を
癒
す
良
薬
と
心
得
て
い
た
ゞ
き
ま
す
。

　
　

五　

此
食
物
は
道
を
成
就
せ
ん
が
た
め
に
、
頂
く
こ
と
を
誓
ひ
ま
す
。

こ
こ
で
も
、
参
加
者
の
代
表
的
な
感
想
文
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
　
（
埼
玉
県
女
子
師
範
学
校
生
徒
）
食
事
は
私
た
ち
に
と
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
る
。
即
ち
自
分
達
が
生
命
を
全
う
せ
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ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
、
そ
の
食
事
に
つ
い
て
は
大
し
て
感
激
も
、
有
り
難
さ
も
知
ら
ず
に
、
時
間
が
来
る
と
、
人
の
作
っ
て
呉
れ

た
温
か
い
物
を
食
べ
て
、
そ
れ
が
当
た
り
前
位
に
思
っ
て
平
気
で
食
べ
て
い
た
。
然
し
こ
う
し
て
真
か
ら
食
事
の
有
り
難
さ
を
考
え

る
時
、
一
粒
の
御
飯
に
も
一
切
れ
の
沢
庵
に
も
、
も
っ
た
い
な
い
と
云
う
気
持
ち
を
持
た
な
け
れ
ば
す
ま
な
い
、
と
云
う
気
持
ち
に

う
た
れ
た（

（3
（

。

　

大
倉
の
説
明
と
こ
の
感
想
文
か
ら
推
す
と
、
食
事
の
行
も
、
定
坐
と
同
様
に
、
①
「
宗
教
的
情
操
教
育
」、
②
「
行
を
通
じ
て
の
体
験

的
教
育
」
の
観
点
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
作
務

　

一
般
的
に
、
作
務
と
は
禅
寺
で
僧
が
行
う
採
薪
や
掃
除
な
ど
の
労
務
の
こ
と
を
言
う
。
し
か
し
、
研
究
所
で
は
主
に
「
汗
に
ま
み
れ
な

【図 ６】�大倉山学生修養会における作務
（研究所沿革史資料6874-77）

が
ら
、
黙
々
と
し
て
鍬
を
振
る
い
土
を
掘
る（
（3
（

」

作
業
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
研
究
所
本
館

周
辺
の
道
を
整
備
し
た
り
、
前
庭
を
整
地
し
て

植
栽
を
行
っ
た
り
で
あ
る
（【
図
６
、
７
】）。

現
在
の
東
急
大
倉
山
駅
か
ら
横
浜
市
大
倉
山
記

念
館
、
大
倉
山
公
園
梅
林
ま
で
の
舗
装
さ
れ
た

道
や
大
倉
山
公
園
の
豊
か
な
緑
は
、
こ
う
し
て

形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
作
務
の
最
中
も
無
言

【図 ７】�神奈川県橘樹郡女子訓導修養会
の作務／昭和10年 ６ 月（研究所
沿革史資料6874-83）
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で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
途
中
で
大
倉
が
作
詞
し
た
「
修
養
会
会
歌
」
を
参
加
者
一
同
で
歌
っ
た
と
い
う
。
歌
詞
は
、
左
の
通
り
で
あ

る
。

　
　

一　
�

天
地
に
暗
雲
こ
む
る
時
／
大
倉
山
の
暁あ
け

の
鐘
／
大
空
高
く
響
く
な
り
／
時
こ
そ
来
れ
日に
っ

東と
う

の
／
男
の
児
は
夢
を
蹴
破
り
て
／
今

雄
々
し
く
も
奮
ひ
立
つ

　
　

二　

�
心
を
清
め
身
を
正
し
／
厳い
づ

の
宮
居
に
か
む
な
が
ら
／
神か
む

寂さ

び
ま
せ
る
天
照
す
／
神
の
御
前
に
ぬ
か
づ
き
て
／
君
と
国
と
に
捧
げ

ん
と
／
と
は
の
誠
を
誓
ふ
な
り

　
　

三　

�

霊
気
身
に
し
む
道
場
に
／
粛
々
と
し
て
端
座
せ
ば
／
峻
烈
凛
と
警
策
は
／
名
刀
鍛
ふ
響
き
あ
り
／
み
た
ま
し
づ
め
つ
腹
を
ね
り

／
不
滅
の
命
身
に
う
け
ん

　
　

四　

�

思
ひ
を
静
め
つ
ゝ
ま
し
く
／
命
の
糧か
て

ぞ
一
粒
の
／
米
に
籠
る
神
仏
の
／
深
き
め
ぐ
み
を
か
し
こ
み
て
／
皇
国
の
道
を
成
ぜ
ん
と

／
堅
く
誓
ひ
て
食じ

き

を
受
く

　
　

五　

�

い
か
な
る
業
も
い
と
は
じ
と
／
大
地
ふ
み
し
め
ひ
た
す
ら
に
／
労
働
禅
を
行
じ
つ
ゝ
／
玉
な
ず
汗
を
ふ
り
は
ら
ひ
／
無
言
の
作

務
に
ゆ
る
ぎ
な
き
／
大
信
念
を
き
た
は
な
ん

　
　

六　

�

七
度
生
れ
大
君
に
／
仕
へ
ま
つ
ら
ん
覚
悟
も
て
／
逆
ら
ふ
波
の
あ
ら
く
も
と
／
乗
り
切
る
力
わ
れ
に
あ
り
／
大
和
男
の
児
の
意

気
は
燃
え
／
船
出
す
る
日
は
近
づ
け
り

こ
の
作
務
と
同
じ
よ
う
に
、
肉
体
労
働
を
課
し
て
い
た
修
養
会
は
他
に
も
存
在
し
て
い
た
が
、
大
倉
や
研
究
所
所
員
が
一
緒
に
作
務
に
従

事
し
た
こ
と
に
、
多
く
の
参
加
者
は
驚
い
て
い
る
（【
図
８
】）。
複
数
の
修
養
会
に
参
加
し
た
あ
る
小
学
校
校
長
は
、

　
　

他
の
修
養
会
に
て
は
指
導
者
が
説
明
し
て
口
先
に
て
色
々
世
話
を
や
く
に
留
ま
る
に
、
大
倉
修
養
会
は
指
導
者
が
一
丸
と
な
り
指
導

さ
れ
る
に
は
敬
服（

（3
（

。
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と
、
ま
た
学
生
修
養
会
の
参
加
者
も

　
　

労
働
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
大
体
土
を
掘
っ
た
り
運
ん
だ
り
す
る
こ

と
は
、
人
を
傭
っ
て
や
ら
せ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
の
に
、

先
生
が
先
に
立
っ
て
や
ら
れ
る
の
で
、
二
重
に
も
三
重
に
も
驚
き
ま

し
た
。（
中
略
）
運
動
と
ち
が
っ
て
身
体
は
く
た
び
れ
る
し
、
面
白

く
も
お
か
し
く
も
な
い
の
で
、
い
や
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

（
中
略
）「
実
行
な
き
理
論
は
概
念
の
遊
戯
だ
」
と
い
う
お
話
を
き
か

【図 ８】�作業服を着て作務に参
加する大倉邦彦（研究
所沿革史資料6764-342）

さ
れ
て
か
ら
、
見
方
が
す
っ
か
り
変
り
、
自
分
と
し
て
出
来
る
限
り
は
働
け
る
気
持
に
な
り
ま
し
た（
（3
（

。

と
感
想
文
に
書
き
記
し
て
い
る
。

　

大
倉
と
所
員
た
ち
の
こ
う
し
た
行
動
の
背
景
に
は
、
大
倉
が
知
識
を
習
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
実
践
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
、「
実
践
躬
行
」
を
座
右
の
銘
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
「
作
務
」
は
、
②
「
行
を
通
じ
て
の
体
験
的
教
育
」、
③
「
意
志
の
訓
練
」
に
該
当
す
る
行
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
作
務
が
終
る
と
、
入
浴
、
夕
食
、
茶
礼
、
定
坐
と
行
事
は
続
き
、
よ
う
や
く
就
寝
時
間
と
な
る
が
、
そ
の
前
に
「
就
寝
前
の
朗

誦
」
を
一
同
で
行
う
。

　
　

我
等
は
今
日
為
す
べ
き
行
事
を
為
し
了
れ
り
。
義
務
と
奉
仕
と
忍
耐
と
は
我
等
の
良
薬
な
り
。
我
等
は
神
明
に
対
す
る
唯
一
の
尽
す

べ
き
途
を
、
尽
し
了
れ
る
こ
と
を
感
謝
す
。
就
寝
に
当
り
、
妄
念
を
離
れ
、
一
切
を
神
明
に
任
せ
、
大
安
心
を
以
て
眠
に
就
か
ん
。

　

か
く
し
て
参
加
者
た
ち
は
寝
に
就
き
、
翌
朝
五
時
に
な
る
と
研
究
所
本
館
の
塔
屋
に
吊
る
さ
れ
て
い
た
銅
鐘
が
鳴
り
響
き
、
新
し
い
一

日
が
始
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
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三　

大
倉
山
修
養
会
の
「
目
的
」

　

こ
こ
ま
で
大
倉
山
修
養
会
の
概
要
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
主
催
者
で
あ
る
大
倉
邦
彦
は
如
何
な
る
考
え
に
基
づ
い
て
修
養
会
を
開
催
し
、

各
行
事
を
位
置
づ
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

（
一
）「
修
養
」
と
は

　

そ
も
そ
も
、
大
倉
は
「
修
養
」
の
意
味
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

国
語
辞
典
で
「
修
養
」
を
引
い
て
み
る
と
、「
精
神
を
錬
磨
し
、
優
れ
た
人
格
を
形
成
す
る
よ
う
に
つ
と
め
る
こ
と（

（3
（

」、「
道
徳
心
を
み

が
き
、
人
格
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と（

（3
（

」、「
学
問
を
修
め
精
神
を
み
が
き
、
人
格
を
高
め
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と（
（3
（

」「
学
問
を
お
さ

め
、
徳
性
を
や
し
な
い
、
よ
り
高
度
な
人
格
を
形
成
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
精
神
を
錬
磨
し
、
品
性
を
や
し
な
い
、
人
格
を
高
め
る

こ
と
。（

（4
（

」
と
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
修
養
」
は
「culture

」「cultivate
」「cultivation

」
の
翻
訳
語
で
、
明
治
三
十
年
代
に
定
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る（
（4
（

。
例

え
ば
、
中
村
正
直
が
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
ス
マ
イ
ル
ズ
『
自
助
論
』
を
訳
し
て
刊
行
し
た
際
、
英
文
の

　
　

In the school of labour is taught the best practical w
isdom

; nor is a life of m
anual em

ploym
ent, as w

e shall 

hereafter find, incom
patible w

ith high m
ental culture.

を
　
　

学
校
に
於
て
教
ふ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
人
を
し
て
工タ

ビ
タ
ビ
テ
ガ
ケ
ル

事
習
練
の
上
よ
り
し
て
、
心チ

智エ

を
開
き
、
考カ
ン
ガ
エ
ガ
ジ
ヤ
ウ
ズ
ニ
ナ
ル

察
を
長
ぜ
し
む
る
事
な
り
。
是

故
に
労
事
を
勉
め
、
工
役
を
執
て
、
そ
の
生
涯
を
為
る
間
に
、
心タ

マ

霊シ
イ

の
修

オ
サ
メ

養ヤ
シ
ナ
フも

自
ら
そ
の
中
に
具
れ
る
事
な
り（
（4
（

。

（
42
）
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と
訳
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
内
村
鑑
三
、
横
井
時
雄
、
松
村
介
石
、
植
村
正
久
、
徳
富
蘇
峰
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
に
強
い
感
化
を
受
け
た
人
び
と
が
修
養

に
関
す
る
文
章
を
発
表
し
、
明
治
三
十
年
代
後
半
に
は
青
年
層
の
関
心
が
高
ま
り
、
修
養
に
関
す
る
出
版
物
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
。
中

で
も
版
を
重
ね
た
の
が
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
新
渡
戸
稲
造
『
修
養（

（4
（

』
で
あ
る
。
新
渡
戸
は
「
修
養
と
は
修
身

養
心
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
身
と
心
と
の
健
全
な
る
発
達
を
図
る
の
が
其
目
的
で
あ
る（

（4
（

」
と
説
明
し
、
そ
の
上
で
、

　
　

功
名
富
貴
は
修
養
の
目
的
と
す
べ
き
も
の
で
な
い
、
自
ら
省
み
て
屑

い
さ
ぎ
よし

と
し
、
如
何
に
貧
乏
し
て
も
、
心
の
中
に
は
満
足
し
、
如
何

に
誹
謗
を
受
け
て
も
、
自
ら
楽
み
、
如
何
に
逆
境
に
陥
っ
て
も
、
其
中
に
幸
福
を
感
じ
、
感
謝
の
念
を
以
て
世
を
渡
ろ
う
と
す
る
。

そ
れ
が
、
僕
の
茲
に
説
か
ん
と
す
る
修
養
法
の
目
的
で
あ
る（

（4
（

。

と
記
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法
の
第
九
条
第
一
項
で
は
、

　
　

法
律
に
定
め
る
学
校
の
教
員
は
、
自
己
の
崇
高
な
使
命
を
深
く
自
覚
し
、
絶
え
ず
研
究
と
修
養
に
励
み
、
そ
の
職
責
の
遂
行
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
に
つ
い
て
国
会
で
、「
教
育
の
本
質
は
教
員
と
児
童
生
徒
の
人
格
的
な
触
れ
合
い
に
あ
り
、
単
な
る
知

識
、
技
術
の
伝
達
に
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
教
育
の
担
い
手
で
あ
る
教
育
公
務
員
に
は
絶
え
ず
研
究
と
人
格
の
修
養

に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り（

（4
（

」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、「
修
養
」
と
は
「
身
を
修
め
て
心
を
養
う
」、
す
な
わ
ち
、
あ
る
行
為
を
努
め
て
執
り
、
人
間
性
（
人
格
）
を
形
成
す
る
こ

と
、
と
い
う
解
釈
が
一
般
的
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
大
倉
は
、「
修
養
」
の
「
修
」
に
つ
い
て
、
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修
養
の
「
修
」
と
い
ふ
字
は
壊
れ
た
物
を
修
繕
す
る
「
修
」
の
字
で
あ
る
。
即
ち
人
間
に
生
れ
な
が
ら
に
持
つ
た
と
こ
ろ
の
立
派
な

る
魂
が
、
こ
の
実
人
生
に
生
活
し
て
ゐ
る
間
に
い
ろ
い
ろ
汚
れ
る
。
欲
張
り
が
出
た
り
、
争
ひ
が
起
つ
た
り
、
そ
の
外
い
ろ
い
ろ
醜

さ
と
い
ふ
や
う
な
も
の
で
塵ご

芥み

が
た
か
る
、
即
ち
壊
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
修
繕
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。
修
繕
と
は
完
全
な
る
姿
を

予
想
し
て
ゐ
る
が
故
に
修
繕
す
る（

（4
（

。

と
述
べ
、
そ
し
て
「
養
」
は
、

　
　

本
来
修
養
の
修
と
い
ふ
字
は
、
修
繕
の
修
の
字
で
、
壊
れ
か
ゝ
つ
た
も
の
を
完
全
に
す
る
意
味
で
あ
り
ま
す
し
、
修
養
の
養
と
い
う

字
も
養
ひ
育
て
る
意
味
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
壊
れ
か
ゝ
つ
て
居
る
も
の
を
完
全
に
し
て
、
養
ひ
育
て
る
の
が
本
当
の
修
養
で
あ
り
ま

す
。
人
間
が
生
れ
な
が
ら
に
し
て
与
へ
ら
れ
て
居
る
立
派
な
種
を
伸
ば
す
事
で
あ
り
ま
し
て
、
縛
る
他
律
道
徳
で
は
な
く
、
内
に
活

動
の
根
本
力
を
養
ふ
事
で
あ
り
ま
す（

（4
（

。

と
解
釈
し
て
い
る
。

　

大
倉
は
、
人
間
性
（
人
格
）
と
は
何
か
し
ら
の
行
為
を
通
じ
て
形
成
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
本
来
備
わ
っ
て
い
る
本
性
を
自
己
認

識
す
る
こ
と
で
顕
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
大
倉
が
持
つ
世
界
観
や
人
間
観
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
大
倉
は
、
宇
宙
の
す
べ
て
の
存
在

を
生
か
し
成
り
立
た
せ
て
い
る
不
可
思
議
な
「
自
然
の
生
命
、
宇
宙
の
生
命
の
力
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
宇
宙
心
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ

し
て
、
人
間
誰
し
も
が
そ
の
「
宇
宙
心
」
を
内
在
し
て
い
る
は
ず
が
、「
後
天
的
な
肉
体
我
」
や
「
色
々
の
経
験
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
心
、

考
、
欲
望
」
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
び
と
が
「
忘
れ
て
」
い
る
、
あ
る
い
は
自
覚
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る（

（5
（

。
特
に
、（
一
）「
物
欲
（
利

欲
）」（
利
益
を
得
た
い
と
い
う
心
）、（
二
）「
名

み
ょ
う

聞も
ん

欲
」（
人
に
知
ら
れ
よ
う
、
自
慢
し
よ
う
と
い
う
心
）、（
三
）「
勝
し
ょ
う

他た

欲
（
優
勝
欲
）」

（
人
を
押
し
の
け
て
で
も
勝
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
心
）
の
三
欲
は
、
人
び
と
の
行
動
を
し
ば
し
ば
誤
ら
せ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
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倉
は
社
員
教
育
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
『
小
店
員
の
心
得
』
で
、

　
　

万
物
は
同
根
同
質
に
し
て
然
か
も
其
中
に
は
不
思
議
な
宇
宙
生
命
の
流
れ
が
あ
り
、
其
の
流
れ
の
力
は
無
限
に
し
て
、
永
遠
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
人
間
は
自
分
の
小
さ
き
智
恵
や
経
験
に
の
み
頼
つ
て
、
根
本
の
大
き
な
力
を
忘
れ
て
意
識
し
な
い
か
ら
、
其

の
力
が
か
く
れ
て
し
ま
つ
て
居
り
ま
す
。（
中
略
）
人
間
は
中
味
の
き
れ
い
な
も
の
を
外
の
汚
い
皮
で
包
ん
で
居
る
様
な
も
の
で
す

か
ら
、
ラ
ツ
キ
ヨ
の
皮
を
む
く
様
に
外
の
平
凡
な
考
へ
方
を
は
ぎ
と
つ
て
行
く
と
、
中
に
は
純
白
な
交
り
気
の
な
い
根
本
生
命
が
あ

り
ま
す
。
坐
禅
等
を
す
る
の
も
、
信
心
す
る
の
も
、
修
養
す
る
の
も
、
人
間
の
根
本
生
命
無
限
の
力
を
湧
き
出
さ
せ
る
為
な
ん
で
す（

（5
（

。

と
い
い
、
ほ
か
に
も

　
　

如
何
な
る
宗
教
も
、
究
極
す
る
所
は
、
自
分
の
内
に
在
る
霊
性
を
見
出
し
て
、
そ
れ
を
磨
き
出
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
そ

れ
が
あ
る
故
に
修
行
も
成
立
つ
訳
で
、
瓦
を
磨
い
て
も
玉
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
元
々
霊
性
と
云
ふ
玉
を
持
つ
て
居
る
か
ら
、
磨
け

ば
光
を
放
つ
の
で
あ
り
ま
す
。（

（5
（

と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
改
め
て
整
理
す
る
と
、
大
倉
の
説
く
修
養
と
は
、「
壊
れ
か
ゝ
つ
て
居
る
心
を
修
め
て
、
活
動
の
根
本
力
を
養
う
こ
と
」

と
定
義
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）「
修
養
」
に
お
け
る
「
行
」
と
は

　

す
で
に
紹
介
し
た
通
り
、
大
倉
山
修
養
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
は
上
述
し
た
大
倉
が
考
え
る
「
修

養
」
を
行
う
た
め
の
手
段
、
方
法
で
あ
っ
た
。
大
倉
は
一
連
の
行
事
を
「
静
的
修
養
」
と
「
動
的
修
養
」
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
静
的
修
養
」
と
は
「
霊
性
、
即
ち
た
ま
し
い
の
自
覚
」
が
目
的
と
す
る
行
事
と
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
、
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世
の
中
の
あ
り
と
凡
ゆ
る
物
は
、
決
し
て
偶
然
に
出
来
た
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
永
遠
の
生
命
、
無
限
の
力
に
繋
が
つ
て
、

整
然
た
る
機
能
と
体
系
を
与
へ
ら
れ
て
出
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
人
間
だ
け
が
、
別
物
で
あ
ら
う
筈
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し

て
、
私
共
人
間
も
亦
永
遠
の
生
命
、
無
限
の
力
に
繋
が
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
心
の
主
人
公
で
あ
る
魂
が
、
ハ
ツ
キ

リ
し
て
居
て
こ
そ
、
始
め
て
後
天
的
な
知
識
も
経
験
も
財
産
も
生
か
さ
れ
て
、
夫
々
の
力
を
発
揮
す
る
事
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す（

（5
（

。

と
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
推
す
と
、「
無
言
の
行
」
や
「
定
坐
」
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
「
動
的
修
養
」
に
該
当
す
る
の
は
「
食
事
」
や
「
作
務
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
単
に
「
動
く
」「
体
を
使

う
」
と
い
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
参
加
者
の
感
想
文
の
中
に
は
、
大
倉
山
修
養
会
の
作
務
は
他
の
会
場
の
そ
れ

に
比
べ
る
と
容
易
で
、
も
っ
と
重
労
働
を
課
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
倉
が
こ
の
提
言
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

大
倉
が
遺
し
た
書
幅
の
一
つ
に
、
道
元
『
典
座
教
訓
』
の
一
節
で
あ
る
「
以
絆
為
道
心
」
が
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

禅
宗
の
方
面
で
殊
に
重
ん
ぜ
ら
れ
て
居
る
作
務
と
云
ふ
事
が
御
座
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
雑
巾
を
持
つ
て
板
の
間
を
拭
く
と
か
、
箒
を

持
つ
て
庭
を
掃
く
と
か
云
ふ
、
詰
ら
ぬ
仕
事
で
あ
つ
て
も
、
唯
そ
こ
を
綺
麗
に
す
る
と
い
ふ
目
的
の
外
に
、
坐
禅
工
夫
と
同
様
の
深

い
内
容
を
、
仕
事
そ
の
も
の
の
中
に
求
め
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
り
ま
す（

（5
（

。

　

つ
ま
り
非
日
常
的
な
重
労
働
で
は
な
く
、
掃
除
や
食
事
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
の
営
み
に
こ
そ
集
中
し
て
取
り
組
み
、
そ
こ
か
ら
悟
り
、

気
づ
き
を
見
出
す
こ
と
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
る
。
大
倉
が
「
世
間
は
道
場
」
と
い
い
、

　
　

静
か
に
読
書
し
て
心
を
養
ひ
、
神
仏
に
額
く
敬
虔
な
心
を
持
ち
乍
ら
、
社
会
生
活
に
は
、
世
間
的
な
他
の
心
を
以
て
す
る
。
両
者
分

裂
す
る
か
ら
、
神
仏
の
恵
み
は
感
通
し
な
い（

（5
（

。
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と
語
っ
て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

冒
頭
に
掲
げ
た
和
歌
「
魂
を
う
ち
だ
す
鍛
冶
の
こ
こ
ろ
も
て

は
げ
み
つ
く
れ
よ
日
の
本
の
わ
ざ
」
と
併
せ
て
、
大
倉
は
玉
鋼

を
鍛
造
す
る
鍛
冶
師
を
墨
で
描
い
て
い
る
（【
図
９
】）。
こ
の

絵
を
、

　
　

知
識
、
理
性
は
何
程
積
上
げ
て
も
、
体
験
的
習
錬
と
信
仰

に
よ
つ
て
裏
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
ま
さ
か
の
時
に
、
役

【図 ９】�揮毫「魂を～」（研究
所沿革史資料11342）

立
た
な
い
。
智
識
、
理
性
は
正
宗
の
刀
に
当
り
、
体
験
的
習
錬
は
剣
術
に
当
り
、
信
仰
は
腹
に
当
る
。（
（5
（

と
い
う
大
倉
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
解
釈
す
る
と
、
材
料
の
玉
鋼
が
「
智
識
、
理
性
」
で
、
道
具
の
小
槌
が
「
体
験
的
習
錬
」
に
当
た
り
、

そ
し
て
よ
り
よ
い
刀
剣
を
打
つ
た
め
に
は
技
術
が
不
可
欠
で
、
そ
れ
が
「
信
仰
」
が
相
当
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

ポ
ン
プ
が
多
量
の
水
を
吐
き
出
す
為
に
は
呼
水
が
必
要
で
あ
る
。
此
呼
水
こ
そ
は
自
意
識
の
修
養
修
行
で
あ
る
。
更
に
無
量
の
水
を

求
め
る
な
ら
、
不
断
の
動
力
が
必
要
で
あ
る
。
我
等
も
信
仰
・
体
験
を
多
く
望
む
な
ら
、
そ
れ
だ
け
不
断
の
修
養
は
当
然
で
あ
る（

（5
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
大
倉
が
大
倉
修
養
会
を
「
本
所
の
研
究
の
一
面
と
併
行
し
て
教
育
的
実
践
の
重
要
部
門
を
な
す
も
の
」
と
位
置
付
け
た

の
は
必
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
大
倉
山
修
養
会
の
概
要
、
そ
し
て
大
倉
邦
彦
が
考
え
て
い
た
「
修
養
」
か
ら
各
行
事
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
て
み
た
。
大
倉
は
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修
養
の
継
続
性
の
重
要
性
を
、
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。

　
　

人
間
に
は
人
相
応
に
重
大
な
る
任
務
を
果
す
べ
き
使
命
が
あ
る
。
そ
の
為
に
は
心
に
堅
き
信
念
を
必
要
と
す
る
。
信
念
な
き
仕
事
は

砂
上
の
楼
閣
で
あ
る
。
さ
れ
ば
根
本
動
力
と
し
て
の
信
念
を
養
ふ
こ
と
が
修
養
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
信
念
は
人
が
重
大
使
命
の

何
た
る
か
を
見
誤
る
場
合
に
も
、
正
し
き
指
針
を
与
へ
て
く
れ
る（

（5
（

。

大
倉
山
学
生
修
養
会
の
参
加
者
名
簿
に
は
、
繰
り
返
し
参
加
し
て
い
る
名
前
も
見
ら
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
修
養
会
を
通
じ
て
得
た
も
の

が
極
め
て
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
が
そ
び
え
立
つ
小
高
い
丘
か
ら
降
り
、
普
段
の
環
境
に
身
を
置

く
と
日
常
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
、
そ
う
し
た
感
想
も
少
な
く
は
な
い
。

　
　

折
角
積
み
上
げ
た
修
養
も
、
僅
か
の
事
か
ら
崩
れ
易
い
の
は
、
心
鏡
の
磨
き
が
足
り
な
い
原
因
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
は
端
的
に

心
の
鏡
が
曇
る
か
ら
だ
。
鏡
は
物
を
映
す
度
毎
に
曇
り
を
拭
き
取
る
事
が
肝
腎
だ（

（5
（

。

修
養
会
の
再
参
加
は
い
わ
ば
「
曇
り
を
拭
き
取
る
」
と
い
う
営
み
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
修
養
会
は
四
六
時
中
開
催
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
大
倉
は
修
養
会
を
貫
く
精
神
を
要
約
し
て
、「
三
箇
の
信
条
」「
五
個
の
実
践
」
を
作
っ
て
い
る
。

　
　
　

三
箇
の
信
条

　
　

一　

皇
国
精
神
を
深
め
る
事

　
　

一　

世
の
為
め
家
の
為
め
尽
く
す
事

　
　

一　

真
心
を
も
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
事

　
　
　

五
個
の
実
践

　
　

一　

朝
早
く
起
き
て
神
仏
を
拝
む
事

　
　

一　

物
を
大
切
に
し
、
食
物
は
頂
い
て
食
べ
る
事
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一　

勤
労
を
喜
び
、
人
の
嫌
う
仕
事
は
先
に
立
っ
て
行
う
事

　
　

一　

礼
節
と
規
律
と
を
守
る
事

　
　

一　

自
分
の
事
は
自
分
で
す
る

　

概
念
的
な
文
句
で
は
な
く
、「
世
間
は
道
場
」
と
唱
え
た
大
倉
ら
し
く
、
日
々
の
営
み
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
を
、
仏
教
に
お
け
る
四し

弘ぐ

誓せ
い

願が
ん

、
あ
る
い
は
『
葉
隠
』
の
葉
隠
四
誓
願
に
倣
っ
て
か
、
折
々
に
口
に
出
し
、
あ
る
い
は
目
で
視
る
こ

と
で
、
修
養
会
中
の
心
持
ち
と
同
じ
状
態
に
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
倉
山
修
養
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
の
は
約
七
、
八
十
年
前
で
、
当
時
の
世
相
が
講
話
の
内
容
や
表
現
、
行
事
内
容
な
ど
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
大
倉
が
抱
い
て
い
た
世
界
観
や
人
間
観
、
大
倉
山
修
養
会
を
貫
い
て
い
た
修
養
論
に
は
、
普
遍
的
な
面
も
見
て
と
れ

る
。
今
回
の
試
論
を
踏
え
て
、
修
養
会
に
つ
い
て
は
今
後
も
資
料
の
調
査
分
析
を
進
め
、
そ
の
実
態
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
と
と
も
に
、

同
時
代
に
お
け
る
他
団
体
が
行
っ
て
い
た
修
養
会
と
の
比
較
な
ど
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
編
者
付
記
）
本
稿
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
五
月
十
五
日
の
大
倉
山
公
演
会
に
お
け
る
「
魂
を
う
ち
だ
す
鍛
冶
の
こ
こ
ろ
も
て
―

大
倉
山
修
養
会
の
目
的
と
実
践
―
」（
横
浜
市
大
倉
山
記
念
館
ホ
ー
ル
）
と
題
す
る
講
演
の
記
録
を
基
に
、
加
筆
修
正
を
加
え
て
成

稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

以
下
の
記
述
は
、
拙
稿
「
世
の
為
に
田
を
耕
す
‐
大
倉
家
三
代
の
生
き
方
‐
第
三
十
八
回
研
究
所
資
料
展
の
報
告
を
兼
ね
て
」（『
大
倉
山
論
集
』
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第
六
五
輯
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
三
十
一
年
）
の
記
述
に
拠
っ
た
。

（
２
）　
『
商
売
往
来
』（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
蔵
「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」1433

）。

（
３
）　
『
大
倉
洋
紙
店
綱
領
』（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」5342

）。
も
と
も
と
は
義
父
で
、
二
代
目
社
長
の
大
倉
文
二
が
大
正
九
年
一
月
十
三
日
に
作
成
し

た
も
の
で
、
そ
の
後
、
大
倉
邦
彦
が
加
筆
修
正
し
て
、
昭
和
九
年
と
昭
和
十
四
年
に
改
訂
版
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
表
現
の
変
化
は
所
々
に
見
ら

れ
る
が
、
綱
領
全
体
の
方
針
は
一
貫
し
て
い
る
。

（
４
）　

感
想497
「
神
な
が
ら
の
商
売
道
」（
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
編
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』
‐
魂
を
刻
ん
だ
随
想
録
』
平
成
十
五
年
、
一

七
九
頁
）。
大
倉
は
日
々
の
生
活
や
心
の
あ
り
様
な
ど
に
関
す
る
随
想
を
、
社
員
教
育
用
と
し
て
『
感
想
』
と
題
す
る
冊
子
に
纏
め
て
、
大
正
十
四

年
（
一
九
二
五
）
か
ら
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
か
け
て
発
行
し
た
。
ま
た
の
ち
監
修
し
た
雑
誌
『
躬
行
』
に
も
「
感
想
」
欄
を
設
け
、
随

想
を
発
表
し
て
い
る
。
右
の
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』
は
そ
れ
ら
を
一
冊
に
ま
と
め
た
、
大
倉
の
思
想
を
考
察
す
る
上
で
不
可
欠
の
書
物
で
あ
る
。

冒
頭
の
数
字
は
同
書
の
通
し
番
号
で
あ
る
。

（
５
）　

大
倉
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
田
代
武
博
「
大
倉
邦
彦
に
お
け
る
「
行
の
教
育
」
―
思
想
的
枠
組
み
と
佐
賀
県
に
お
け
る
実
践
―
」（『
大
倉
山
論

集
』
第
四
六
輯
、
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
十
二
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）　
「
皇
紀
二
千
五
百
九
十
二
年
度　

私
の
使
命
事
業
」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」208

）。

（
７
）　
「
皇
紀
二
五
九
四
年
度
版　

私
の
使
命
事
業
」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」212

）。

（
８
）　

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
貴
重
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
一
つ
。
研
究
所
に
現
存
す
る
研
究
所
設
立
前
か
ら
の
一
次
資
料
や

他
機
関
等
な
ど
で
蒐
集
し
た
資
料
群
で
あ
る
。
現
在
、
附
属
図
書
館
のO

PA
C

で
検
索
で
き
る
よ
う
デ
ー
タ
公
開
を
進
め
て
い
る
。

（
９
）　
「
皇
紀
二
千
六
百
一
年
五
月
増
補　

使
命
事
業
」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」220

）
一
二
～
三
頁
。

（
10
）　
「
中
学
生
夏
期
講
習
会
趣
意
書
」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」1516
）。

（
11
）　

拙
論
「
世
の
為
に
田
を
耕
す
―
大
倉
家
三
代
の
生
き
方
―
第
三
十
八
回
研
究
所
資
料
展
の
報
告
を
兼
ね
て
―
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
六
五
輯
、
平

成
三
十
一
年
）
参
照
。
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（
12
）　
『
躬
行
』
第
一
号
、
昭
和
九
年
三
月
刊
行
（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」840

）。

（
13
）　
「
婦
人
修
養
会
案
内
状
」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」1518

）。

（
14
）　
『
道
本
円
通
』（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」810

）
五
六
～
五
七
頁
。

（
15
）　

同
会
に
つ
い
て
は
、
林
宏
美
「
大
倉
邦
彦
と
富
士
見
幼
稚
園
二
〇
年
の
あ
ゆ
み
―
戦
前
・
戦
中
の
私
立
幼
稚
園
の
資
料
か
ら
―
」（『
大
倉
山
論

集
』
第
六
二
輯
、
公
益
財
団
法
人
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
平
成
二
十
八
年
）
を
参
照
。

（
16
）　

前
掲
注
９
「
皇
紀
二
千
六
百
一
年
五
月
増
補　

使
命
事
業
」
一
三
頁
。

（
17
）　

大
倉
邦
彦
『
日
本
産
業
道
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
十
四
年
八
月
）。

（
18
）　
「
委
嘱
状
、
大
日
本
産
業
報
国
会
理
事
」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」7332-12

）。

（
19
）　

前
掲
注
９
「
皇
紀
二
千
六
百
一
年
五
月
増
補　

使
命
事
業
」
一
三
頁
。

（
20
）　

前
掲
注
10
「
中
学
生
夏
期
講
習
会
趣
意
書
」。

（
21
）　

感
想641

（
前
掲
注
４
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』、
二
一
九
頁
）。

（
22
）　

感
想643

（
前
掲
注
４
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』、
二
一
九
頁
）。

（
23
）　

東
京
土
木
建
築
業
組
合
『
修
養
会
誌
』（
昭
和
十
四
年
）（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」13470-12

）
三
〇
頁
。

（
24
）　

前
掲
注
23
「
修
養
会
誌
」（
昭
和
十
四
年
）
九
頁
（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」13470-12

）。

（
25
）　

大
倉
邦
彦
『
勤
労
教
育
の
理
論
と
方
法
』（
三
省
堂
、
昭
和
十
三
年
）
一
八
〇
頁
。

（
26
）　
「
神
奈
川
県
庁
吏
員
修
養
会
（
第
八
回
、
感
想
文
集
）」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」2293

）。

（
27
）　
「
神
奈
川
県
小
学
校
長
修
養
会
（
感
想
文
集
）」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」2295
）。

（
28
）　

大
倉
の
参
禅
に
つ
い
て
は
、
納
冨
常
天
「
大
倉
邦
彦
の
禅
受
容
」（『
大
倉
山
論
集
』
第
五
〇
輯
、
平
成
十
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
29
）　

前
掲
注
25
『
勤
労
教
育
の
理
論
と
方
法
』
一
六
七
～
一
六
八
頁
。

（
30
）　
『
躬
行
』
第
八
号
、
昭
和
九
年
十
月
刊
行
（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」861

）。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
八
輯
　
令
和
四
年
三
月

（
31
）　

前
掲
注
23
「
修
養
会
誌
」
三
六
～
三
七
頁
。

（
32
）　

前
掲
注
25
『
勤
労
教
育
の
理
論
と
方
法
』
一
七
一
～
一
七
三
頁
。

（
33
）　
「
埼
玉
県
女
子
師
範
学
校
生
徒
修
養
会
（
感
想
文
集
）」（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」2301

）。

（
34
）　

前
掲
注
25
『
勤
労
教
育
の
理
論
と
方
法
』
一
七
四
頁
。

（
35
）　

前
掲
注
27
「
神
奈
川
県
小
学
校
長
修
養
会
（
感
想
文
集
）」。

（
36
）　
『
躬
行
』
第
三
号
、
昭
和
九
年
五
月
刊
行
（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」846

）。

（
37
）　

新
村
出
編
『
広
辞
苑
』（
岩
波
書
店
、
平
成
二
十
年
第
六
版
）
一
三
三
三
頁
。

（
38
）　

三
省
堂
編
修
所
編
『
広
辞
林
』（
三
省
堂
、
昭
和
五
十
八
年
第
六
版
）
九
三
二
頁
。

（
39
）　

三
省
堂
編
修
所
編
『
大
辞
林
』（
三
省
堂
、
平
成
元
年
第
一
版
）
一
一
三
九
頁
。

（
40
）　

日
本
大
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
十
巻
』（
小
学
館
、
昭
和
六
十
二
年
第
一
版
）
三
〇
九
頁
。

（
41
）　

以
下
の
記
述
は
、
王
成
「
近
代
日
本
に
お
け
る
〈
修
養
〉
概
念
の
成
立
」（『
日
本
研
究
』
二
九
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
平
成
十
六

年
）
の
記
述
に
拠
っ
た
。

（
42
）　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
『
自
助
論
（Self-H

elp

）』（「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
」https://w

w
w
.gutenberg.org/cache/

epub/935/pg935-im
ages.htm

l

、
令
和
三
年
十
二
月
十
五
日
閲
覧
）。

（
43
）　

斯
邁
爾
斯
著
、
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』
第
二
編
（
須
原
屋
茂
兵
衛
、
明
治
四
年
）
二
丁
ウ
。

（
44
）　

新
渡
戸
稲
造
『
修
養
』（
実
業
之
日
本
社
）。
初
版
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
九
月
に
刊
行
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
月
に
は
二

五
版
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、
と
な
っ
て
い
る
。

（
45
）　

前
掲
注
44
『
修
養
』
四
頁
。

（
46
）　

前
掲
注
44
『
修
養
』
一
六
頁
。

（
47
）　

藤
原
誠
発
言
（
第
一
九
二
回
国
会
・
衆
議
院
・
文
部
科
学
委
員
会
第
五
号
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
日
）。
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魂
を
う
ち
だ
す
鍛
冶
の
こ
こ
ろ
も
て
（
星
原
）

（
48
）　

前
掲
注
23
『
修
養
会
誌
』
二
頁
。

（
49
）　

大
倉
邦
彦
『
処
世
信
念
』（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
昭
和
十
二
年
）
八
四
～
八
五
頁
。

（
50
）　
『
小
店
員
の
心
得
』（「
研
究
所
沿
革
史
資
料
」2665

）
五
二
頁
。

（
51
）　

前
掲
注
50
『
小
店
員
の
心
得
』
五
三
～
五
四
頁
。

（
52
）　

前
掲
注
49
『
処
世
信
念
』
九
三
頁
。

（
53
）　

前
掲
注
49
『
処
世
信
念
』
九
〇
～
九
一
頁
。

（
54
）　

前
掲
注
49
『
処
世
信
念
』
九
六
頁
。

（
55
）　

感
想523

「
信
仰
と
生
活
の
一
如
」（
前
掲
注
４
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』、
一
八
九
頁
）。

（
56
）　

感
想243

「
近
代
の
学
問
は
畳
の
水
練
」（
前
掲
注
４
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』、
七
八
頁
）。

（
57
）　

感
想333

「
修
養
は
呼
水
」（
前
掲
注
４
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』、
一
一
一
頁
）。

（
58
）　

感
想451

「
修
養
と
信
念
」（
前
掲
注
４
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』、
一
五
九
頁
）。

（
59
）　

感
想120

「
曇
り
易
い
心
鏡
」（
前
掲
注
４
『
大
倉
邦
彦
の
『
感
想
』』、
三
九
～
四
〇
頁
）。




